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現在、フォーマットが出揃った感のあるストリーミングシーン。すでにユーザー

に親しまれているジャンルであるが故に、PCユーザー以外への広がりに苦

労しているところでもある。そこをどう打破して、さらに多くの者の耳へ、目

へ届けていくのか。ストリーミング分野の発展に技術・市場規模の双方から

大いに貢献し、次の展開が注目される2企業に話をうかがった。

まずはファイルフォーマットを固め、そこからあらゆる方向へ手を伸ばすリアル

ネットワークスの登場だ。
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で広告も出せるので、広告も含めてコンシ

ューマービジネスを行っていく予定です。

また現在「アマゾンコム」の検索ボタンを

組み込んでいますが、このようにミュージ

ックポータルとしてリアルジュークボックス

で音楽を再生し、「Buy Now」ボタンで購

入できる形での提携収益も考えています。

：無料でストリーミングを聞いて気に入れ

ばダウンロードして買うという、高度な意味

での統合がリアルジュークボックスに隠され

ていると感じますが。

グレーサー：もちろんリアルプレイヤーとリ

アルジュークボックスはお互いをサポートし

ていて、多様な組み合わせが考えられます。

ご指摘通りストリーミングとダウンロード

は非常に面白い組み合わせで、これからい

ろいろなことが考えられますね。

：リアルジュークボックスがもたらしたも

のは何だと考えますか。

グレーサー：2つ挙げられます。1つはユー

ザーが自分の可能な環境で合法的にデジタ

ル音楽を楽しむことを実現したこと、もう

1つはこれまで部分的だったデジタル音楽流

通市場を1つにまとめての立ち上げに成功

したことです。まだ完璧な課金システムや

デジタル流通には遠いですが、そうなる前

の1つのステップとして面白いと思います。

ここで日本には独自のレンタルCD市場が

あります。CDを借りてきて自分のPCにエ

ンコードした音楽を入れることはアメリカ

にはないので、日本独自の状況でデジタル

音楽流通が広まることも考えられますね。

またMP3の使い方について、違法な使い方

と正しい使い方の違いをユーザーが理解で

きるように気をつけています。

このように幅広く総合的なやり方で、ダウ

ンロードミュージックの正しい使い方、確か

なセキュリティーを持つ課金方法を考えて

います。これだけ広範にわたって音楽流通

を考えている企業はあまりないんです。

現在の状況では年内に個人ユースだけでも

1000～1500万人がリアルジュークボックス

のユーザーになるはずで、業界が本格的に動

き出したときに、最大のユーザーベースを持

っているのは我々になると予想しています。

：その1500万人のユーザーはやはりPCユ

ーザーでしょうか。

グレーサー：ユーザーが音楽を聞く状況の半

分は移動時ですので、携帯デバイスとポー

タブルなメディアが非常に重要になってき

ます。現在のリアルジュークボックスは99%

がPCユーザーですが、そこから携帯デバイ

スやホームLANに対応することは考えてい

ます。将来はオーディオコンポの1部として

リアルジュークボックスを使っているかもし

れません。日本は伝統的にAV機器に強い

家電メーカーがあるので、この分野では重

要な存在ですね。

：ダウンロードのキラーコンテンツは何と

考えていますか。

グレーサー：無名のバンドがインターネットだ

けで売れることが1つのマイルストーンでし

ょう。もう1つ、インターネットだけで1人の

アーティストがゴールドレコード（100万枚）

を達成することも。すでに米「Rolling Stone

誌」ではインターネットの海賊版チャートが

発表されているし、今後確実に市場に出て

くるでしょう。インターネットで楽曲をコピー

することがCDの売上につながるんです。ビ

デオが出てきた当初、映画はビデオによっ

て消えるんじゃないかと言われましたが、ビ

デオのレンタル市場や販売市場という新し

い場ができて結果的には映画の市場が4倍

ほどの大きさになりました。音楽業界でも

同じことができるのではと思っています。

：これまで御社のビジネスはサーバーやエ

ンコーディングなどのソリューションがメイ

ンでしたが、ダウンロードミュージックに関し

ては今後どのような収益モデルになりますか。

グレーサー：すでに現在でもコンシューマー

ビジネスや広告ビジネスのほうが、サーバ

ービジネスより大きなコアビジネスになって

いるので、リアルジュークボックスも同じ

戦略でやっていこうと考えています。SMIL
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Rob Glaser
マイクロソフト社に約10年間勤務したのち、プログレ

ッシブネットワークス（現リアルネットワークス）を設立。5

年にリアルオーディオを発表して以来、ストリーミングシ

ーンの先端を担っている。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



米ブロードキャストコムスペシャルプロジェクツVP

274 INTERNET magazine 1999/9

t e r v i e w 2

in t e r v i e w

ストリーミングと
コンテンツ流通の
現在

ストリーミングシーンの立役者の1つ、ブロードキャストコムの創立時からのメ

ンバーの一人がパトリック・シーマンである。

一地方のカレッジスポーツ放送局から始まって、圧倒的なコンテンツ数で110

万人のデイリーユニークユーザーを持つ巨大ネットワークを作り上げた同社の

状況を聞いた。
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：日本ではストリーミングがようやく一般

にも知られつつありますが、米国ではどうい

う状況ですか。

シーマン：現在110万人のユニークユーザー

が毎日ブロードキャストコムを訪れていま

す。ビクトリアズシークレットのショーなど

特別なイベントではユーザー数が2倍にな

り、イベントに来た人が新しいユーザーと

して定着する傾向にあります。200か国近

い国からアクセスがあり、アメリカ以外の

国でもユーザー数が増え、日本は世界で5

番目のストリーミング市場を持っています。

：米国のコンシューマーに人気のストリー

ミングコンテンツとは？

シーマン：ポピュラーなものとしてまずスポ

ーツ、特にアメリカのカレッジスポーツが挙

げられます。エリア外では放送されず、かつ

大学卒業生は全国にいるのでストリーミン

グで見るにはうってつけです。95年に創業

した際も最初はカレッジスポーツがメイン

でした。次にローカルのラジオやテレビ局の

番組。特にトーク番組は人気があります。

例を挙げるとパリの「Fashion TV 」やイギリ

スの「BBC World Service」などです。ま

た企業CEOの講演、新テクノロジーの発

表などビジネス関連の番組も人気があるの

で、B to Bのコミュニティーに役立ってい

ます。他にはオーディオブックや音楽、特

にライブ番組は人気がありますね。

現在、1週間に500のライブ番組、450のラ

ジオ局、50以上のテレビ局が放送していま

す。ショー専門チャンネルなどの専門局も

多いですよ。我々は3テラバイトのコンテン

ツを持ち、社内のサーバーと各地の1000の

サーバーがそれぞれT1で繋がっています。

：ブロードキャストコムとコンテンツオー

ナーのそれぞれの利益はどうなっていますか。

シーマン：ラジオやテレビ局がブロードキャ

ストコムに対して「ブロードキャストアカ

ウント」（放送権）として放送料を支払っ

ています。我々の帯域やテクニックのノウ

ハウを局側が買う形です。ラジオやテレビ

番組は局側の要望によって1、2番組の放

送権を持つ場合が多いです。

前出の「Fashion TV」は世界への配信を

目指していて、我々を利用することで世界

に配信できるメリットがあります。1日中聞

けて（見られて）どこからでもアクセスでき

ることで媒体価値が上がるのです。

：ストリーミングはオンデマンドで時間を

超えるものと思っていましたが、アメリカで

は時間より距離を越えるものでしょうか。

シーマン：確かに距離は大きなファクター

ですが、それ以上にコンテンツが常にネッ

トで見られる点が大きい。聞き逃したり、

遅い時間でも見逃すことがない。さらに見

ている側の動機がテレビやCATVに比べて

非常に強いので、それに合わせた強いもの

を提供できます。たとえばケーブルテレビ

ではボーリングのみのニッチなチャンネルは

作れませんが、ストリーミングなら世界中

の人が見るので作れるのです。またテレビ

では何人が興味を持ったのかが把握できま

せんが、ストリーミングでは興味をもった

ユーザーの数が明確にわかるので、ビジネ

スリリースなどにはとても有効です。

：テレビとストリーミング、さらに情報家

電で将来はどうなると思いますか？

シーマン：簡単な答はないですが、私自身

から言えばインフラやPCの種類はあまり気

になりません。テクノロジーはどんどん進歩

しているので、何のインフラかが重要では

なく、人々のストリーミングへの経験が増

えることのほうが重要です。

3つのポイントがあり、1つは帯域、2つめは

エンコードやデコードのソフトウェア、3つめは

PCなどのコンシューマーデバイス。これらが

同時に発展していくことがユーザーの経験

につながります。世界的に著作権が問題に

なっていますが、それはクリアできると考え

ています。全体に視聴者もコンテンツもす

ごい勢いで増えていますしね。
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Patrick Seaman
正式な肩書きは"Vice President Special Projects

International Development"。ブロードキャスト

コムの創業時からのメンバーの1人。インターネ

ット放送に関する専門家で、著書もある。
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